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課室名:課室名:建築安全課

内線:内線:5527

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成25年度

会計 款 項 目

一般会
計

土木管
理費

土木費 建築指導費

説明事業

住宅・建築物耐震改修促進費

戦略項目

担当名:担当名:震災対策・構造指導担当

建築物の耐震改修の促進に関する法律 05　　　大規模災害への備え

010502　震災に強いまちづくり

予算額

決定額 △6,777△6,777

現計額 29,34229,342

△6,777△6,777

29,34229,342

22,56522,565

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

埼玉県指定緊急輸送道路閉塞建築物調査事業

１　事業の概要

　緊急輸送道路は、救命救急や物資の輸送の大動脈であ

り、道路の機能確保は県民の生命や財産を守るためにき

わめて重要である。

　そこで、緊急輸送道路沿道にある建築物の中から、道

路を閉塞するおそれのある建築物等を特定し、機能確保

のために必要な基礎資料を整備する。

(1)埼玉県指定緊急輸送道路閉塞建築物調査事業

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×0.1人＝950千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　緊急輸送道路を閉塞するおそれのある建築物の調査委託　　　　　　　　　　　　　　　　22,565千円
　　　ア　緊急輸送道路沿道のデジタル映像撮影
　　　イ　閉塞建築物の特定（デジタル映像分析）
　　　ウ　閉塞建築物等リスト整理（建物高さ、位置、道路幅員等）
　　　エ　その他危険要素の抽出（広告塔、ブロック塀等）

（２）事業計画
　　　委託業務の実施期間：平成25年6月～平成26年1月

（３）事業効果
　　　緊急輸送道路（総延長約1,900km）の機能確保に必要な基礎資料が整備され、効率的な閉塞建築物の耐震化の
　　働きかけが可能になる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　緊急雇用基金活用事業として実施。1,392人日の新規雇用を創出。

（５）補正の概要
　　　契約差金の減額、これに伴う繰入金の減額

(単位：千円)

　　　　　　　　　　　　　　　　     △6,777千円

分野施策


